
c月

設
の
は
こ
び
と
す
予
計
習
で
ず
が
、
同

敷
地
に
は
、
市
内
で
は
初
的
て
の
発
見

で
あ
る
モ
ミ
白
木
の
自
伎
が
見
ら
れ
る

とレ
F
品
、
、
ア
カ
ジ
デ
や
モ
ミ
ジ
類
が
多

ノ
¥
博
物
館
白
調
べ
で
は
五
十
六
軒
百

九
十
五
種
の
植
物
が
引
山
一
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、

ιの
白
熱
景
観
を

と
し
て
、
臨
広
〈
担
え
る
建
物
に
し
て
な
る
べ
〈
践
す
品
計
で
柑
臨
ん
で
い
ま

い

ま

す

。

ず

。

ま
た
、
竹
や
ぷ
が
辛
い
と
乙
ろ
か

〉

~

凶

ロ

ア

匂

3

b

#

続
行
ら
、
担
当
の
青
少
昂
諜
で
は
、

C
C竹

館

間

関

軒

薬

用

し

て

子

供

た

ち

と

竹

細

工

作

り

会

に

の

事

っ

て

み

た

い

と

、

震

を

も

や

し

は
、
日
曜
日
と
督
、
主
往
来
年
活
動
心
霊
と
も
し
て
い
主
T
。

支

育

月

摘

て

お

D
、
最
重
白
申
で

4
ぇ、

始
ミ
診
捷
一
時
間
は
寝
間
と
し
て
い
ま
暗
勲
一
士
や
母
説
教
室
会
予
E
し

て

い

る

ら

え

車
教

4

制

昔

、

学

え

る

u
と
い
っ
た
C
と
へ
の
、

す

。

母

子

保

慰

霊

は

、

一

二

十

一

一

時

敷

の

芸

懇

i

動
機
づ
け
に
も
世
な
で
た
い
と
し
て
い

と
の
休
日
急
患
心
中
野
所
の
週
刊
円
万
法
百
、
食
咋
活
改
義
一
明
の
キ
ッ
チ
ン
も
時
一
月
十
冗
日
告
芸
「
諸
国
の
予
定
と
す
る
ま
す
。

で
す
が
、
ζ
れ
は
同
庁
長
語
、
民
常
μ

と
い
え
ま
し
た
し
、
時
子
帽
で
一
一
訂
四
十
人
バ
佼
弥
救
間
会
館

H

は
、
文
化
セ
y
h
m

っ

た

主

主

り

ま

す

。

平

塚

市

民

間

を

容

で

き

品

講

業

主

、

主

薬

尽

に

建

設

中

で

す

。

建

築

工

事

は

館

手

紅

会

、

県

暗

雲

師

金

団

支

部

、

芸

や

乳

幼

児

の

霊

安

空

行

い

ま

す

さ

在

五

ヱ

事

案

え

て

い

ま

し

良

選

倒

ま
ず
、
子
世
持
つ
殺
ぎ
は
じ
め
市
民
て
も
初
診
ゐ
武
み
で
あ
旦
い
わ
ば
怒
豆
、
レ

yト
ゲ
Y
室
な
ど
、
救
急
問
問
中
郡
喜
品
川

β

悼
の
か
一
一
一
閉
会
ω
に
沼
地
図
が
、

3
7
iジ
も
設
け
て
お
り
ま
す
n

て

、

ほ

ぼ

外

離

が

つ

か

め

ま

す

。

図

書

八

ム

に

造

票
主
実
現
を
待
ち
望
ま
れ
て

H
平
塚
方
式
d

と
も
い
え
亙
も
の
で
掠
施
設
で
ま
E
め

ま

し

十

三

一

号

、

実

額

い

す

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

し

た

が

っ

て

警

宅

建

セ

ミ

ナ

館

、

襲

警

童

保

も

考

え

た

乙

由

史

詩

謝

た
H
休

日

量

議

所

a
q
d
す

。

予

防

接

種

な

ど

の

会

場

と

て

も

ぞ

う

一

躍

の

n
量

セ

y
タ
l

H

語
、
ー
な
ど
ー
っ
て
い
脅
た
い
と
考
え
て
語
は
、
議
コ

y
p
H
1ト
遺

品

中

設

刻

一
一
体
白
書
百
袋
詰
瞭
萌
友
び
保
健
セ

yタ
建
設
場
所
は
中
皇
一
一
一
十
四
番
で
、
市
二
百
二
十
四
二
平
方
針
の
講
堂

U
1
成

予

防

接

種

、

乳

幼

児

の

債

引

ザ

可

母

親

教

い

ま

ヲ

一

一

ム

問

題

て

で

、

短

節

積

は

一

千

二

百

六

ー

:

a
と
し
玄
昨
年
六
月
詣
℃
し
、
ほ
ほ
汀
忌
日
野
中
学
校
の
北
側
に
あ
り
、
神
人
病
な
ど
あ
換
。
護
〈
八
O
胡

同

一

平

方

家

、

成

人

病

検

査

津

守

フ

た

ど

、

保

健

十

一

一

γo-豆
方
討
で
す
。
ま
た
一
方
、
士
一
月
補
正
予
算
で
一
基

訪
日
日
日
tuc
日
日
当
日
付
廷
し
に
…
一
昨
日
開
品
ト
ト
月
齢
制
労
者
の
交
拙
協
の
場
な
自
民
主
語
、
悶
日
誌
は
許
可

UHm

佳
上
げ
や
庭
の
工
事
、
医
鞭
器
械
な
で
す
。
敷
地
詣
謹
は
一
一
千
四
百
六
十
六
な
疋
伊
ら
成
る
保
健
セ
Y
タ
i
で

す

。

害

、

そ

し

ア

え

一

フ

j
ジ
付
き
の
大
会
議
十
七
年
四
月
を
目
途
に
建
設
し
ま
す
舎

の
撤
入
、
震
従
事
者
の
喜
な
ど
@
二
平
方
日
、
建
物
は
鉄
筋
コ

yク
語
、
地
域
震
の
管
理
セ

y
f

勤

労

会

鎗

の

工

事

着

々

と

芸

品

主

な

も

の

子

。

ζ
の
種
の
す

E
H世
帯
中
央
公
民
館
建
設
準
備

行
い
、
限
月
の
第
一
日
曜
日
に
は
オ
ロ
ー
ト
浩
り
一
電
通
て
で
、
延
一
千
二
と
し
て
の
役
割
D
そ
持
っ
と
の
躍
設
の
次
に
、
ほ
ほ
一
理
部
介
在
盈
ら
と
げ
弔
問
は
一
位
一
千
百
四
十
万
川
一
寸
す
。
教
育
会
館
で
は
、
神
奈
川
県
下
で
は
川
需
員
会
M

も
発
足
し
、
耶
設
内
容
の
検

プ
y
さ
せ
る
宇
定
で
い
ま
す
。
百
四
十
五
二
一
八
平
万
肘
で
す
。
一
関
内
容
に
つ
い
て
、
二
二
一
一
ふ
汽
て
み
ま
で
い
る
J
旧
称
市
立
勤
労
会
館
μ

は
、
一
階
に
は
だ
れ
で
も
日
出
こ
封
入
D

崎
市
に
次
い
で
一
一
帯
自
の
も
白
で
す
討
に
入
っ
て
い
ま
す
。
建
設
場
所
は
福

堅

議

の

ふ

ち

に

、

霊

白

内

容

え

量

十

三

夫

八

平

方

説

話

、

し

よ

う

。

昭

和

五

十

時

年

度

と

五

十

主

著

一

で

zzl形
式
の
言
問
委
設
け
が
、
い
ま
ま
で
市
内

2
・
中
学
校
で
社
会
館
の
東
側
で
、
勤
労
会
館
長
兆

一
一
所
部
門
と
保
健
セ
ン
宇
部
門
休
白
岩
患
話
器
所
と
管
一
角
事
務
室
、
一
一
一
階
の
休
日
急
患
診
療
所
で
取
D
設
か
年
継
続
事
業
で
す
す
め
て
い
ま
す
。
る
ほ
か
、
一
一
辱
L
は
多
民
的
フ
ロ
ア
白
研
俸
や
研
究
会
を
賠
い
て
き
た
先
生
方
に
並
ん
で
建
ち
ま
す
。

ゐ
分
野
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。
腐
〈
六
百
一
二
ハ
の
牛
万
民
)
は
慌
健
う
診
療
斜
自
は
、
小
児
習
内
科
そ
れ
器
祉
会
館
の
霊
峰
り
一
ヰ
芦
y
H
四
十
涜
り
で
、
商
壊
や
放
送
設
時
を
構
え
こ
に
と
っ
丈
は
ま
た
と
な
い
朗
報
と
い
え
と
の
よ
ち
に
、
市
一
民
主
L
密
着
し

亘
に
「
保
健
と
医
問
団
」
合
一
つ
セ
y
b
mー
と
い
う
造
P
で
す
。
に
蹴
斜
の
議
官
官
」
、
い
ず
れ
も
ぷ
急
一
一
一
品
二
平
方
討
の
敷
地
に
、
一
一
層
強
大
会
議
事
長
け
ま
し
た
。
に
の
上
ま
し
ょ
う
。
だ
施
設
が
こ
こ
一
一
1
コ
一
年
の
閣
に
統
々

一
笠
宮
施
設
に
取
り
入
れ
る
一
警
告
急
思
議
語
、
震
の
処
鮮
を
す
る
一
装
警
罰
て
延
べ
一
千
八
十
九
億
五
革
命
あ
か
、

T
8芸
事

事

付

先

創

設

と

警

ず

る

わ

け

で

、

ま

た

一

段

と

都

県
内
は
も
と
よ
主
菌
防
に
み
譲
宅
一
一
索
、
審
議
径
一
議
、
調
書
も
設
け
ま
す
。
利
雪
き
る
?
匂
の
室
て
る
も
白
で
、

ζ
の

品

童

相

主

争

号

、

勤

労

者

の

淀

認

の

現

時

間

護

を

高

め

る

己

と

に

な

り

ま

す

。

匂

7

ヲ

〆

レ

託

突

刺

市

控

訴

由

明

言

、

勤

労

会

館

、

中

助

で

少

央

会

民

館

そ

し

て

教

背

負

館

と

遣

し

元

意

持

て

ま

い

り

ま

Z、
富
龍
、
博
物
館

原

好

腕

さ

ら

に

は

揺

祉

会

館

と

を

つ

な

ぐ

一

ワ

2
4

の
市
民
の
文
化
ゾ
ー

y
と
い
い
ま
し
ょ

一
方
、
自
践
を
生
か
し
た
青
少
年
青
う
か
。
二
十
一
万
市
民
の
コ
ミ
ュ
一
一
一
T

成
の
胞
設
を
、
土
屋
千
琵
琶
む
山
林
に
イ
ゾ

y
と
山
中
し
ま
し
ょ
う
か
、
そ
玉

造
b
つ
つ
あ
り
一
ま
す
。
現
在
排
水
工
事
し
た
笹
川
川
実
現
す
る
乙
と
に
な
わ
J

ま

と
造
箇
工
事
を
す
す
め
て
い
る
こ
の
す
。

M

仮
私
市
立
霊
蚕
青
少
年
四
家
u
は
、
京
市
町
長
民
斜
活
動
は
企
画
の
各
部

二
宮
町
山
西
に
お
住
ま
い
の
原
一
む
助
氏
市
か
ら
詮
医
さ
れ
て
い
る
と
乙
ろ
で
す

の
好
意
玄
需
観
ず
る
も
の
で
す
。
し
、
地
境
社
〈
詩
づ
く
り
の
下
地
ほ
か
な

「
自
分
が
生
ま
れ
宵
っ
た
J

コ
地
を
、
む
つ
く
ら
れ
て
号
令
L

い
る
と
み
て
よ
い

一
寸
長
た
ち
む
た
め
に
」
と
、
一
万
九
て
し
よ
う
。
ま
た
市
民
セ
ン
タ
ー
も
十

守
三
百
六
十
・
九
一
一
平
万
討
の
土
地
吾
数
年
の
官
、
執
争
議
Lで
き
て
い
ま
す
。

提
供
さ
乱
た
も
の
で
す
。

ζ

れ
に
揖
地
し
た
が
っ
て
、
市
民
交
流
む
崩
あ
る
い

分
な
ど
を
含
め
て
一
一
万
六
千
九
百
六
十
は
文
化
創
造
の
崩
と
し
て
、
今
後
乙
れ

七
ニ
一
二
平
方
討
の
土
地
に
、
二
磨
建
ら
め
施
設
を
ど
ラ
刑
罰
し
活
用
し
て
い

て
の
宿
泊
誉
理
槙
や
野
外
施
設
を
ワ
〈
〈
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
諜
せ
呂
一
れ

る

も

の

で

す

。

た

大

き

な

課

題

と

い

え

ま

す

。

芸
事
は
、
今
年
度
に
引
き
続
い
て
五
ぜ
ひ
、
む
一
轄
に
考
え
て
ほ
し
い
と

半
五
家
度
も
行
い
、
果
障
の
更
に
は
開
思
い
ま
す
@

。
昭
和
五
十
五
年
は
一
つ
の
節
目
と
い
う

ιと
で
、
ほ
の
か
な
期
持
を
抱
か
せ
ま
す
が
、

〈V

一
方
で
は
先
見
返
し
白
不
安
に
い
ら
立
ち
を
掌
え
る
主
フ
で
も
あ
D
ま
ナ
。

ζ
ぅ
fυ
た
由

。
で
、
市
内
で
は
将
来
に
向
け
て
の
施
設
が
着
々
と
出
来
上
が
の
つ
つ
あ
幻
苛
ず
。

ζ
と
し

や
め
前
唱
で
は
、

H
H

仮
称
休
日
急
患
諺
揮
所
及
び
保
健
セ
ジ
力
的
1
a
、
n仮
称
市
立
勤
労

会
館
H

、
ぷ
叫
称
教
育
会
館
μ
が
向
田
館
め
は
と
び
と
な
り
ま
す
。
ま
什
一
来
年
一

b
b
w仮
称

Q

市
立
芸
V4
宵
少
年
の
蜜
H

が
出
来
ま
ず
し
、
本
格
的
な
中
ホ
1
ん
ぞ
備
え
る
中
央
公
民
館
中

も
器
本
設
定
L
入
D
ま
す
。

C
め
よ
フ
に
市
民
文
化
そ
し
て
市
民
交
流
…
白
湯
づ
〈
り
戸
次
守

々
と
翼
演
し
ま
す
。
そ
乙
で
含
母
、
乙
れ
ら
を
話
題
に
し
て
み
手
レ
た
。
〈
V

入

設

.，..唱
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一一一晶

事欠 )JIJ 予算額 構成比

議会費 316，437 世

総務費 2，792，414 9，7 
畏K生瞳 5，180，311 18台。
蝿生唾 385，560 8，3 
労劉費 364，606 1， 3 
農林水産業費 16日， 971 4，0 
商工費 422，149 1，5 

土木費 5，639，843 19，6 
前防費 038，811 3，6 
教宵費 6，036，916 21，0 
公損控

L7585523082991，7む568505352581 j1il∞055eo 4 2 3 
諸支出金 1， 

予揮費

歳出合計 28， 
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E苦手硲4年度一鍛会計予害事額

E謹入 9月末混在 ζ単位千円ヲ

款 別 |予算額 i構成員む

市税 115，228，0541 53，0各
地方議与税 1 120，α即 10，4 
娯調施設利用税受付金 I 45，0001 0，1 
自動車取揮税交付金 I 2叩，邸時 I0，1 
地方交吋説 | 忠世田 1 0，0 

51， 6211 0，2 
252， 8Z7 1 0， 9 
431， 8601 1，5 

3，841合 324113，4 
159，4931 4，0 

1，403，9191 4，9 
75，5611 0，2 
4，2501 0，0 

564， 539 1 2， 0 
3. 50~じ 587112， 2
1， 866， 520 1 6，5 

555 

E歳出1

。教育文化的向上

とと置しれ今吋史抄者新吉文舗工事費 37，う方向

崇議ノh学校校舎新改革ヱ事費 41， 2∞万円

花水ノド学校校舎新政措工事費 28，300万円

金田ノjゾ学校校翻新増多礎工事費 乱開。万河

務提むか学校校舎および屡律事牙鍛工事費 20，500万 河

なでしとd吠学校撞時新築工事重量 11，500万円

注灘小今時空移転用地畏収費 32，899万内

仮称童数育会館新築工事費 26，300万円

各小中学校校庭盤情工事費 ζ5校) 7，720;写円

仮称琵替膏少年の家施設整嬬工事費 3，317万円

。生活環壊の撃構

喜重域ケ丘第 1種公営住宅建設事業費 26，403万 円

E豆十瀬川・棋がI障公園他公園盤構費 5.7467f内
仮称休日急患診撹所 ，i巣鷹セン丘一新築25，1027j月
移築方施設整捕事業費 10， 4527jl月

3)';車安全描誼等鶴備事業費 12，649万円

金担保育題潤舎新改築工事費 395万円

増若人濯祉関儲費 99，652万円

障害者笛祉模型系費 31， 3837-;内
民間保育所書託扶助問等児輩信産量害者 万円

生活探護扶助費 89，841万 円

。産韓縫躍の掻興

商工会議所会館建設費補助金 5，000万円

営農主主治整構事業補助金 15，085万円

施設襲安省エネノレギーモヂん感地補助金26，892万円

ct-J也改良事業費 31， 092万円

荘東港 Eけい船岸〉整備事業費 3，000万円

仮称鉱労会館盤備工事費 6剖万円

正弘、 55年度僻続 21， 140万円のうち〉

中小企業金融対策預託金 21，∞0万円

<>都市議盤の主主嬬

都市改造事業費

公共下水道寵備事業開

通亨各新設改民事業時

排水路醸儲事禁問

街路盤情事業務

都市文氷路整備事業時

分担金及び負担金

使用軒及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄廿金

麗入骨

鰻越金

諮収入

市憤

寵入合計

? 
特別会計予欝〈昭和年9月末混在〉単位千円 京Zf当

会 計 名 予算額収入事支社シ翠 i議警 F塑
競輪事業 18.363，976 60. 2骨 49‘2% 1 嶺亨~首
i業，leB霊長話保険事業 131，5田 43，9 33，0 4'算一五

i 吉で般十
都市改造事業 1，439， 110 1 26.8 j J; ~品一
下水蕊事 業 3，470， 315 21，0 i定壬吉子議

11/)且は五
農業共医事業 98， 683 54. 9 z7棺~r.議 、千

食肉セYタ 40，910 48. 0 15. ! 、立六7J，
i市十月月

22222ZL:;z;7;?;立;i府民

高気 cハ仰の"'

金巾i
揮 I I 
揖 {
成 1

5凶
ふ手喜三重宗主平収季語義真夜九尖金史宮台高7手堅

了二。径二金内工一入のと入十入声]・)一語司容C.)s ヲζ

石究主主字息長異議実交警五議室奈志子究 32号室足
順 千 い六て)自の割二は何)マミ)間二三瓶十官ノヨた

足立主民主U号詰安泰三有毒日記長
日目室長告 Z戸32手伝顎言長よ25
22号ZF25問料室言23在日高

h h-:十12555b-3ド封三盟
国手~こ市i 芸会去二二言二歪きシ注文李護孟
霊長門誌 jU品位草2Eすれ空EE
常i負UHHZ手堅幹詰;日量
富良 j担当j科書芸詰言2Hお咋季
語義」一一_j 主民主主警手交 ミ霊ぞぷ言語

弓主義つま高吟一立享2主主雪き22季五管E襲撃費
51仁詩日。31i詰民針案155F
ぞえ主 Z5ゑ? 主高付言室4享五票きひ出ぞ言霊
法男警 宇主主支 宅金言ふ高見奇主主記らヌ告さ翠
E おす 1いーーたに の気ば市、訳負、なる由苛れ算入

22雪 22fS3T長252E2fznz
i;t 1ヌミ怒沼 刀 玄 日 汁ll5 仁寸コ政己~よお V' 7こ所 v ぢ第ミ 箆見

空語平主義主き主特色富喜子究言昔古書主主量明
り一握介両信愛の E主 bこ 5訟に:二 71午 f学古乙は品 D k 刀3

iii i i誌651ヲiI532iTiii
信2H235勾予結審告書集合雪量主
露θ三 宮茎左京畠 警察主縫票区警主主こ覇空
j- ;.~ :!i'パ 留にたと政 金〉盤崩士ゴ ヤ十醐__iJ:穴

2勇三 苦言左足毒 器産手英主主罵高畠よ嘉吉
外し一三均珪苧 な(愚寄 均十い日がし況
主将 J 人平ユゴベ嘉一つー者は前七万る平延市役

詩日号室25i害555255間
i~~~ fl~~~!j~!~~!I{ 
i;P237if itsjHEiT 
. ~o (/_i 出子美星雲2 雪夫菜室 塁突伊豆

131， 027:庁

234， 457 ffF1 
92，016万円

切， 502万円

54， 541lJiiJ 
36，820万円

よ
3 . 

調費民経費とは 人件費や学校、公共臆設などを

維持管理していくのに必要な費用。

投謹的経費とは向十年も便5ζとのできる施設

〈例えば学校と ~'i誼路〉をつ〈るむに必要な質問。

襲警E主潮談窓/殺害草地夜行政センター雷(22)2711 
<>法律相談毎月第2第 3会躍臼13時 -16時 E予約制〉

<>交通事主文相足炎 毎週月、水曜日 1び時-1郁子

<>捕人就業援助沼談伝道火、木曜日 9時 -16時
<>教育相談悠週月、求、金、士』彊日 9時-17時、土曜臼午前中

中祭出合同本自談 1月25日正金曜日)13時-18時 駅 1白口3)'番前
〈法律相談、受遂事故相談、摂段、市政一絞栂設なと3

議後会童書内翻談窓曹(33)お33
援i皐月曙自く篤5を除<1)13時 -15時

母子相談・平弘幸時-15時30分@常設

家庭沼蜜相談 a平目、書時-16時

i官E差額談窓/子宮役所管

守匂噌校法摺相談， 2月128(!)(躍沼〉・ 13時 -16時 人敢に総額がある03時受付3
人増治窪相談年行政苦情相敬・ 1月初日C!f<)・ 2月 5司己ゆ。 13時 -16時
一般市民相談・毎週月、京、京、金隈8 9時 -16時
霊安詑相談。 2月 8日 f金曜日;>13時-16時
宅地建物相談.1 Jヲ22臼〈火曜日〉・ 13時-16時 A数に帯主買がある時受付〉

住宅相 談奇 sl168C7k) 13時-16時
鼎 E草場寝 f特許〉相談.2月 4臼 E月曜自〉噂 1間帯-15時
下請取引部:mあっせん・ 1月178(木曜自) . 131時30分-16蒋
定例年金相談・ 2sl14B (木曜日コ・ 9時3C分-16時
時費生活栂談。毎週水熔司 '10時 -15時
」手世理相談。平臼、習時-16時@常設 ζ脅少年課〉

主事故掲談 窓吾i麗月額 .1由時-16時
帯相説・寵認で予約33-5535

2 

@土曜日由時3号手持42時
策室主役fすけは繍談静軍総務者;望書かそう

〈市民セ究町議。



3 

とき 1 
午前の部 11時間調

・午挫の部 も 3時障害潰

ところ 窮民センヂー

や対象 間内応子棋会の会員で、 4ゾ料費 3~

4勾Y主を対室長とする。なお、まだ席に余裕が

ある場合は5年説、 6年伎のj閣と7る。

<>t担;索活体轟I][illf!争熊。i資 額ふ臼むくなベ

※λ主語を帯望される万は、市青少年課、へお罪悪

い合わせを@

IIIIIIIIIIII!IIおめでとっ!I!IIIIIIIIIIII'

左翼の少年少女たちに自覚引け

とともに、"ft怠と健康の三つの8療

を与え、少年の長のよろζびを体得

する。

とき鎚

午前む部 9時~12時

午後¢豊富 時~l醇博

之さ養護センター
主古書艶 市内の中学2年主主3，026人が重参加する。
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仮称体，議官所の開設にとも

ない、島例会、哉斜京師会、薬剤師

会では職員を捧犠している。

く〉養護婦日寄名
寄識暗または準宥讃掃賢絡所有者

o歯科慾窓会・・ 2名
指斜帯住士資絡所有者

。管建築滋露軍ー… 1名
謹芳朗幹ま暗所宵者

。喜事務 露… 9・・ 4名
Gネ唱会J台二失事務経験者

争中し込み 1月26日までに探i短
荷伎諜へ閉し込む。なお、詳しいこ

とは探健衛生課縄住持〈内鶴258)へ。

平塚綴光殺華寺言己E豊

滝とi患をたずねて

く〉と さき 1 ßl258~27日
午前10苛¥午摂6時

oところ 帯震デパート

8階曜し物場

4 

く〉とき 2fll!3C金 3日〔
oところ 蒸聖子幾戸緩村村営スキー主義

く〉競同種E芸 大西転仁女子、壮年、成年A、 B)
回転〈女子、壮年、成年A、お

距離仁壮年、成年〉

郡壮年組満36歳以上のもの

自主年紹 満35議以下白もり

女子組年齢こ制限なし

く〉申し込み 書加帯望者立所定の申込用紙に記入のう

え審加斡13，OOOF'l(，てス税金と宿治費〉

を添えて 1月258までに郎討を描青館内

体育課、 〈篭話31-3060)iJ'市内協賛各

スボーYI苫へ

く〉総

犬の放し賞品、によれ近所の庭が

荒されたり、他人をおどかしたりし

て、みんなが迷惑している。

絞れも主のみなさんへ3

く〉丈夫な嬬またはくさ Dで、限定したもの巳

つなぐ

守犬にはしつけが必要。しつけがないと、犬

に規揮がなくなl'J、地人に迷惑をかける。

く〉選易uは十分させる。濁草在不足になると犬も

ノイローぜになD、おちつきがな〈なる@

く〉狂ゴ苛苛予訪注射は必ず受ける。

市探憧智生課 E費童話23-1111的職務お



fがんばってJ;:どもたちの声援が沿道のあちとちで聞かれた

ζ の 1年を元気に過ごそヨと、市内各地区む健脚自慢

が夢加した地区対抗駅伝競老大会が1月 6日行われた@

当日は穏やかな天候lこ極まれ、各地収白代表選手は元

気に市役所前を出発、次の中継点へと向かった。最斜地

点のLL!揖中学校前回土、予定時'tHJOl時間前から人々が

集ま別立己的、力志してくる卓手に惜しみない声援をと送

っていたの

一一豊査終地点で持ちこがれる人々選手の姿fこ Tがん1まれJ

世員由皆さんごくるうさまでした
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高
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出
熱
波

応援の車が罫いので選手もたいへんだ

(j)平塚駅前?番線パス

②伊勢原駅務勾草野寺30

()集会場所

重量世主義喜草寺

会

く〉コース平語z 伊勢原一海者名露日

一相模大塚線見肱跡ー深見神社

一大和駅藤沢駅一平援釈

間はきなれた戦に、弁当、水筒、交遇章受

約1，0αOF弓を持委参ずる

担当体育課霊童話31-3号

時でも自由に利用できる.種目はパス

ケット、パレ一、パドミントン、卓球。

ペドミントy、卓球のごラケy ト、シマトノレ、

出-}しは各自持;ょするo.

1月28弱 〔見〉午後 1~寺~若草寺
2月48(iD グ

なお、運動くやっ〈上ぽきコと運動のでき

る開張で要参加すること@

5 



はんがあそび

1:<星をJ[る会太陽祭点を調べる
盟 2月 3日〈日)11時30分_..._，13時まで。

・申し込み 1 )=123日までに往復はがきで、

博物主官へ。

・定員30入、多い場合は始せん。

女体重量学習 脅卒者標本豊作ろう
， 2月JO日〈日) 1朋寺~16時まで。

.;yマYヨハギを使い魚の骨培捧J

ただし、材餌章者として1人1∞円

。申し込み A25日までに往復はがきで、

博物館へ。

・定員30人、多い場合は地せん。ただし、小

学校4年生以下は父兄ゐ1伴白ζ と。

会翻然綴察会 皇室主翼緩とイt:ti
， 2R24日 (Bコ9時---15a母子まで。雨天中止

・申し込み 2月初日までに往復はがきで捧

物館へe

・定員30入、多い場合は治せん。

女体験学習 室棄をみがこう

盟遠鏡創作るときに必要な反射鏡を押るも自

で、車備その憾の関係で、申し込み由時期を

少し車めに行うe お間埠いのないように。

・3J司25日から29日までの5日問。

。申1し込み 2丹東臼までに、参加費〈キオ棋費〉

払加9月を持参のうえ、直接博物11([:(受け吋げ
が¥。

， ~参加者対象はヰヰ多生以上。

会博物館平254浅鰯町12-41望童話33-5111

会号央E富会
月初日 (B) 10碍 14時

f凍戸UJカラ - 1時間37分
場 2J'l10日 (B) 10時時

f友情j カヨ時間29分
会 3J'l9日と白) 10時 1，鉱時

誌の風物詩j カラー 3臼分

f学ぷよろζ びj カヨー 31分

台こども験君事会
， 2J'l17臼 ζB) 10時時

f雪の女主j アニメーショ y 2日分

会ことと火!こ殺しもう 主義愛物
初めての人にもすぐできる趣味の陶笠a 粘

土の搾Eフガから五焼きまで。指環芝山古河E己
， 1月25Bと2月 8日、 29自の各金曜臼、午

後 6時30分から話時3日分まで。

・対象青年3D人。

・材刊立案霊費負担。搾れでもよい服装で、ま

由一一ーかながわの歌50i喜一一一一一

腰高地区o籍根、話尋問原J工どそf-t，C.，¥こ、

「ゆがわらやっきj と全町あげての踊り「き

んたろうJ と、足柄山白白米などをおEつまぜ

な古まら“。

'2R 日 C日〉午後Z時30分tミら 3時30分
e対象青年、)般30人を対象。

公号寄王手E霊{体千言語筆者研修会
名古ナ}クノレ等での悩みや意見などをとHしあ

いながら、青年集砲における')ーダーのあ!>

万について考えてみよう。

• 2月 6日から2月20日まで疋島木曜日と

2丹羽田のB磯目。午後6時ら9時去で

ただし、臼曜日は午前9時から午後5時ミ長官

青 年40人を対象。

すオザヱンテーザンゲ大会
家践で挑戦しよう。初めてむ方でも安心し

てできる。治E苫と盟主行、モしてあなたの館患

が決め苧。

， 2月24臼C日〉、約叉白場合は 3Jヲ2臼仁日〉

に延期ら午諮問時からと子陸3時まで。

選賞、赤11、}ノレベY、潟県安持夢。それに

地鼠1':1∞河7I'a，、要。
・惑と子30鐙を対象

ーコースは七E自殺潤辺。

女命館Eヨ毎週月曜日、 2月12汀 C火〉
目躍しものの申し込みは、毒話またはお気経

に来館惑をa

a青少年金鯖雲童話 7029

事
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や

や

む

生
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⑧

0

0

0

:
三一
J

一
戸
ぐ
心
と
や

ゃん
古住所花水台35-9 ヱパヨ賞
品にお勤めの佐々木情晴さん (31
歳〉と玲子さん (22，藷〉の長女。

混在4か月革で、体重 7.7培、身

長時四、 54既 8月幻自主主ま，n，
なでしと葉書室を経理しておら

れるおばあちゃん (55歳〉と、マ

マとノ勺ての4人暮らし。寝起きは

よいiJ'、よいっぱりの翁寝坊で、

朝は11時むろまでよく寝ている。

まだかぜひとつひか

午後1時3(分から 3時まで。ただ

Eン、民白1の会場は午後2時io>ら3時ー

まで。

毎月実施している。受けやすい会 i
湯で受けていただきたい

豊富第 1期 3回受ける i 
@対諌 2歳(24カ明〉かG 歳 (48
か月〉までの幼児。なお、接種間再審 j

は 2@]3@]とも 3週間から昌週間 i 
量調第2期、 .lfl苫受ける i 
e対 象第1期の 3[日目が終わって i
から一年以上 1匝 8か月以内の期間 j

に受ける.なお、罷1期は阜めに受 i
げで、第2期もなるべ<4讃までに i
終了7るようにしていただきたい.

1月 I
23日旬。 中家公民館、金百公民 i

館);(rr戦苦公民主官 i 
(;K) 花水公民主宮、市民病[鵠 j
E金〉 神E自公民館、八幡公民

輯民域島公民館

惑

午前昔時30分

市災センターホー)!.

Z蟻人由主張のみ註さんE

鈴木和子さん E松産主掃入金〉

高田美代子さん C富士見生活学校〉

9 中村松咲きん〈中患っくし母親クニラブコ

・商揺悦子吉ん亡さ〈ら幼稚燭〉

・金臼和子古ん〈春日野中 PTA)

⑧一員貴公選撃について 新年掃人の主弱者一般から公募していたが、 5人の意見

棋盤な審査記〉結集、平塚にお住まいの由箆光子苫んの鴻鵠ボラジ

選ばれたe

178 2号はねずみの駆除湾問

ねずみは f客数の王様j といわれ、拡たち

の日常生活にいろいろな一安全与えているo

C宜べ物を食べられた臣、家重量をかじられる

<>ねずみに寄生する「ダヱjや fのみjが発生する

く〉ねずみによるサルモネラ鐙の食中華が発生する

);(ねずみむいる家庭に殺そ剤を無償で配布するので

各地主王の自治会紹績を通じて申し込んでいただ宰

たい@
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い
技
館
空
再
得
@

訓
練
期
間
一
か
年
。

門
溶
接
説
日
犯
人

マ
内
容
ガ
ス
酒
器
、
電
気
晴
接
、

特
掠
溶
謹
白
樫
設
工
と
し
て
の
必
安

な
捜
能
や
客
種
皆
揺
を
河
得
す
る
。

剖
訓
練
期
間
六
か
月
。

や
受
付
期
限

3
月
5
臼
ま
で
。

。
申
し
、
桧
申
入
校
繭
一
通
(
用
紙

は
出
品
開
閉
校
ま
た
は
会
共
職
業
安
常
一
附

に
あ
る
)
を
技
能
割
観
セ
ン
タ
ー

〈
東
八
幡
4
1四

4
電
話
お
i
一

九
六
四
〉
へ
。
た
だ
し
、
四
十
一
五
議

以
上
の
入
、
現
在
就
職
中
の
人
ま
た

は
扇
用
開
険
金
受
給
中
の
入
は
そ
む

公
共
職
業
安
定
所
へ
。

年
末
助
け
合
い
募
金
は
、
み
な
さ

e獄の巡@l収容
県動物保護セン主ーでは、捨て犬、捨て猶

による野火、野織の増加と、犬猫による危害

在紡ぐため、今月も択の上i程で市戸j犬、不用

砲の巡回収容を行う。

巧臼、犬猫を出される方は「印かんJ 1;1と
の 鑑 札J 1注射許窯愛六千晴むを持李の

うえ会場にお出かけを。なお、収容車D停留

時信託立、 5分間なのでお間違いのないように。

また、は綜袋i)'ダンボール絡に入れていた

l>富く1

け

τ「
お
兄
ち
ゃ
ん

t
し
ょ
」
と

っ
き
放
し
で
し
ま
い
ま
し
十
、

A
君
に
と
っ
て
今
ま
で
自
分
一

人
の
お
母
さ
ん
だ
つ
み
f
k
り
が
、
急

に
扶
に
と
ら
れ
て
し
ま
い
、

A
著

は
殺
レ
さ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

A
選
が
お
友
達
ど
遊

ん
で
い
る
聞
に
お
母
さ
ん
が
い
な

く
な
っ
て
-
主
う
ん
で
は
と
い
う

不
安
で
、

A
者
は
ま
ず
ま
ず
お
母

き
ん
む
そ
ば
を
離
れ
ら
れ
な
く
な

A
き
は
幼
稚
殴
で
い
つ
も
一
人
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ぽ
っ
ち
で
す
。
た
ま
い
ト
ぼ
所
の
子
そ
ん
な
わ
け
で
、

A
君
は
幼
稚

と
遊
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
D
ま
ず
騒
に
上
が
る
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

が
、
ほ
か
白
お
友
達
と
遊
ぶ
と
い
向
。
年
拍
子
と
選
ぷ
と
い
う
時
験

う
ζ

と
は
ほ
と
p

ん
ど
で
き
ま
せ
が
な
か
っ
た
の
で
ナ
。
幼
稚
園
で

ん
。
援
で
も
、
お
次
達
が
来
て
く
み
ん
な
が
選
ん
で
い
て
も
、

A
語

れ
る
と
遊
ぴ
ま
す
が
、
自
分
か
ら
は
ど
う
や
っ
て
そ
D
中
仁
人
っ
て

遊
び
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
で
き
い
っ
た
ら
よ
わ
の
か
わ
か
ら
な
い

ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
は
両
と
か
多
白
で
、

E
5し
で
も
一
人
で
い
る

勢
の
お
友
達
と
百
一
回
に
ご
二
二
戸

E

4
つ
に
な
っ
て
レ
ま
い

瀧
ベ
る
き
な
子
に
し
討
ノ
一

¥
F
ま
し
た
。

た

い

患

い

、

相

談

に

野

与

ゴ

グ

協

会

軍

事

選

W
I
s
h
-
u
た
。
一
一
一
一
ケ
}
ピ
弓
ベ
る
辛
う
じ
な
る
に

A

ぺ
右
は
二
人
き
ょ
う
(
仁
ト
7
大

7df
は
、
卒
予
知
ほ
さ
ん
が

だ
い
の
完
全
ん
で
警
ペ
ポ
レ
一
緒
に
外
に
出
て
、
お

下
に
一
一
一
議
の
昧
が
い
ま

Z
2
3ベ
ニ
豆
友
達
の
中
に
入
っ
て
い

す
。
妹
が
生
ま
れ
ゐ
歩
兵
に
は
お
ほ
っ
て
あ
げ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

さ
ん
に
ベ
ッ
タ
』
で
、
一
人
て
選
そ
し
て
お
母
さ
ん
も
一
緒
に
遊
ぶ

ぶ
こ
と
も
、
同
じ
〈
ら
い
の
子
と
に
な
れ
さ
せ
、
近
ぶ
こ
と
の
お
も

埠
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
し
ろ
さ
を
捧
で
お
ぼ
克
さ
せ
る
こ

た
J
f
uで
一
時
が
生
*
れ
で
か
、
り
と
が
必
攻
で
す
。
お
母
さ
ん
が
あ

は
、
お
母
さ
ん
は
急
に
A
討
を

}
f
f
Zヘ
助
つ
〈
め
と
遊
べ
る
子

人
立
ち
さ
サ
ょ
っ
と
、
何
か
に
つ
に
与
し
い
君
主
ょ
う
。
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2月213 (ゴニJ午睡 2時間演

指箆センタ-;f<-J!"

とき

会場

諜 在室読売日本主主饗議I軍

指 揮三石精一

バイオ日ン和波孝構

揖 El'liIiz塑1rオベロジJF芋i拍lフェJミ日

。パイズr!)/協棄曲ニ長認作品35
チャイコフスキ}

y交響姐第 5番ハ短調持品67G璽命コ

ベート』ぺy

Z 

2 

3 存自州大住郡中原櫛林絵悶〈傍朝元年〉

- 脅か輔の
E 中疎地区から海開掛玄にかけて i から清水にかけて新宿・入金て悼

E江戸時代は幕府直轄、明治になっ i !Jあい〉。誤岳・東清水・活情活C

Zて盤脊となった、総称をも中原栂 i 由各館林で、 ζ れを全俸としてみ
コ 1 ると、砂丘上に東西に細長くと加
芸林〈おはやし3、というf去を'tと

った形になっている。
5した林がおか研あった。 i ζ の御樹立代官所か支配してい

~ cの林は、当時E草地であった畠b j て、その指図のもとに、植え削7

5丘地を彦告発するためつ〈られたも i や管理の仕事を揖梓守や御林付村

5ので、換奮すれば嵐致・防思防砂 i (づきむら〉と呼んだ中原上・胃

E 切叉繍溜謹白罰的をもって、地活 i 下・南原・八幡・平塚・ 1"1新宿-

~ ~.. ".~~.~""~~~ _.~."~~ ; fi霜入*;:;毘震白 8宿村でしていた@
喜由ノj、111庄左帯内の意見を郡代伊奈

芸錆毒I守忠次i)'受け、徳11臣家康に伺

!l "噌たて、その声掛Dによってつ
z 
主〈られたもので、総額積 126防 9

5反 2畝 5会長(126.9結晶コ、それ

きょ!J現在に至るまで、その林万てや
芸

菩

z 
芸 16か所の担率特の名称や、モのタ

芸テ。ヨコの長吉及び面積tf，主主五記自

主とおりであるが、その位鐙は中原

E榔殿溺に御殿地、中療の日校神社
2 

言葉方によ宿、!日海軍火薬廠数地を

き中心にf幡から農業i高校あたDに

きかけて、東から比丘泡〈ぴ〈に〉

-入口 s 説訪部 a 天王、それらの

2間関j同右中骨中、平駅幡宮苦

言はさんでその東側に阿牢あこう〉

E西部jに静局、十八率四了(現見附

努了〉の家並の属議咋こ十八軒、哨援

。巡回日程 1月17日 f木3 ・1月25臼ぞ金)1百
時~151時古河篭気工業 C排コ /1 月初日〈士〉

1む帝~15時 三戸ミイ己成エ業仁株)/2月 5日〈ゾ0
10時~15時三協化学〈株) /2月13臼句。

10;時~15時殿内工業 C楳) /2月日 E臼コ 10
時~15時神田公民館仁田村地区白、冶金〉

へ--~C:協力品自がとうございましたと--日A

東綴大学悼育会S19.dt:..日産車体〈株)183京、
路間ペイY ト〈株)436本:

12月末までの献i畠協力本数は、 7.9942誌とな b
ました，

入主義方法ス場希望者は往復はがきに住所、氏名、年

齢、職業を記入し、 1J'l208までに市民セYタ(干

254平塚市平塚新街930蓄え訟へ申し込んでいただきた

い@

市民センター事務長号 室童書苦32-2235

献血者には、健E量管王謹む
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